
学校目標　「ふるさと古座川を愛し、心豊かにたくましく生きる児童の育成」 

 

コミュニケーション力 

立春を迎えましたが、まだまだ寒い日が続いています。それでも、インフルエン

ザやコロナなどの感染症対策に気を配りながら、縄跳びやサッカーなどの外での活

動にも取り組んでいます。学習面では、１年間の総まとめの時期であり、この学年

で習ったことは、この学年で自分のものにしてほしいと思っています。 
・ ・

 
さて、本校の研究テーマは「自分の思いや考えを伝え合う児童の育成」です。こ

れは、これからの社会では、人と協力して問題を解決する力が求められていること

と、少人数の本校では、多くの人としゃべる機会が少なく、言葉にしなくても済んでしまうという課題があるからです。そこで、

発表する機会を確保するとともに、縦割り班や全校での活動、それに外部との交流を大切にしています。コロナ禍で、子どもた

ちのコミュニケーションが減ったことは、学力低下だけでなく、不登校の増加などを招いたとも言われています。ぜひ、子ども

たちが進んで、「自分の気持ちを相手に伝える」、「相手の気持ちを正しく理解できる」ことを願っています。 

 
ところで、コミュニケーションといっても、言葉だけではありません。右の図は、「メラビアンの法則」と

呼ばれるもので、人が相手を理解する際に、影響を受ける情報の割合を表しています。内容に関わる言語情

報は７%しかなく、視覚や聴覚の非言語情報が９割を占めています。すなわち、言葉以上に表情や声の出し

方などが影響を与えているということです。普段、私たちは、相手に正しく伝わるようにと言葉を選びます。

しかし、本当に伝えたいのは、自分の思いや願いのはずです。その思いは、表面的な言葉だけでなく、全身

から出ているということでしょうか。ならば、相手を正しく理解するには、あらゆる情報を感じ取り、その人の思いが何である

かを、想像する力が必要と言えます。そして、その力こそ、コミュニケーション力といえるでしょう。  
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  ２日（金） 中学校入学説明会 

１３日（火） ふれあい食事会 

１９日（月） 新入児との交流会 

２２日（木） 授業参観･学級懇談 

２８日（水） 学校運営協議会 

２９日（木） 卒業･修了遠足

若鮎会との交流 

地元「若鮎会」の皆さんと、体操と「ボッチャ」で交流しました。

運動指導員の杉浦さん指導の下、イスに座って準備運動を全員で行い、

いろいろな運動要素が入った「やってみよう」体操を披露しました。

　その後、チームに分かれてのボッチャでは、初めて経験する児童も

多かったのです

が、すぐに慣れ、

声をかけ合いな

がら、楽しく対

戦しました。

避難訓練 

今回の地震避難訓練は、実施時刻を知ら
せず行いました。「揺れたら身を守る行動」、
「収まれば安全なところへ避難」ができたで
しょうか。 

『今揺れたらどうしよ
う』と考えることが、一番
の防災訓練と言われて
います。たまにでいいの
で、考えてみてください。

「初心忘るべからず」 

この言葉は、室町時代の能楽師 世阿弥の言葉と言われています。今では「最初の志を忘

れてはならない」という意味で使われていますが、世阿弥は少し違う意味だったようです。

「初心」とは「初心者」のことを指しており、未熟だったときのことをいっています。す

なわち、何かに取り組み始めたときの上手くいかなかった記憶や悔しさ、そこから努力を

重ねて今に至っていることを、忘れてはいけないといっているのです。 

子どもたちは、４月には新しい学年に、６年生は中学生となります。勉強もレベルアップし、責任感や環境も変わ

ることになります。さまざまな苦難が待ち受けているかも知れません。しかし、苦しい経験は初めてではありません。

ぜひ、新しい状況の中でも、初心者として挑戦を続けてほしいと思います。


